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Ｉ都内養殖池に発氣生した疾病について－Ｆ」

昭和４８年度中に奥多摩分場はじめ都内養殖池に発生した疾病は次のとおりである。

１．疾病とその概要

１）伝染性膵臓壊死症（ＩＰＮ）

けて奥多摩分場で飼育しているニジマスｏ年魚に発生

ら発眼卵あるいは春稚魚として分譲したので、都下全．

４月から６月にか

した。またず分場か

域にみられた｡.～川

１２～１５℃

０．５～５９‘

罹病魚は群を離れ

腹部が膨満する。

腹水の貯留がみら

臓器から病原細菌

病時期発

水
体
群
外
内
顕

．温

･重

の観察～

部観察

部観察

微鏡観察

ヘ

、旋回遊泳して死亡する。

ピンヘッドになる。

れるび・

は検出されず、鯛および体表から原虫類も観察されな

かつた。

因
置

病
処

ＩＰＮ－Ｖｉｒｕｓ

採卵時には８５℃

卵した。餌付時から

験的に行なったが、

による。

まで加温して冷却した水で洗卵液を調整して充分忙洗

は抗プラスミン剤、糖代謝改善剤などの経口投与を試

効果を期待できるとは思われなかった。

Ｉ
！2）細菌性鯛病引

５月から５月にかけてヤマメおよびニジマス０年魚にみられ、都下全域＜

で発生した。

発病時期’

水

体

群の観

外部観

５～１５℃

温
重
察
察

ヤマメ、ニジマスともに０５～５１である。

水面を元気なく遊泳している。

鯛から多量の粘液を分泌し、鯛葉が膨潤したり、充血したりしているも

のもある。鵬蓋は粘液のために開いている。

消化管は空で粘液か少量みられるものもある。

生鮮材料では長桿菌の動いているのがみられる。

粘液細菌の一種による。

内部観察

顕微鏡観察

病因
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二フルピリノールまたはニフルプラゾン０５”戒で１～２時間薬浴する。

２，５回処置することか必要な場合もある。

処 置

5）せつそう病 PR

－曲一一●■

５月から１０月にかけて在来マス類（ヤマメ、アマゴ､サタラマス、イ

ワナ）およびカワマスに発生した。

発病時期

）

水

体

群の観

外部観

温
重
察
察

７～１７℃

Ｉ
５～５００９

罹病魚は群を離れて排水口付近を遊泳している。

体側筋肉部に潰瘍のできるもの、胸鰭基部や肛門から出血しているもの

などがある。重症魚では体色か黒化し、眼球が突出するものもある。採卵

時には体表面に水生菌が寄生している。

消化管から出血し、腎臓が腫脹している。

血液、腎臓、肝臓などから桿菌が多数検出される。

」②γomo九吋，α‘恥ｏ几ｆｃＺｄａによる。

サルファ剤、抗生物質、合成抗菌剤などを経口投与することによって治

療することができる。親魚では経皮ワクチンの接種により予防することが

可能であり,、稚魚では経口ワクチンの投与により予防することができそう

￣

内部観察

顕微鏡観察

病因

処置

Ｉ である。

←
4）ピプリオ菌病

1年魚およびアユに発生した。７月から９月にかげてニジマス０年魚、発病時期

水温

体童

群の観察

外部観察

内部観察

顕微鏡観察

病因

処置

１５～１７℃

ニジマス２０～５００９、アユ５０～５０９～

重症魚は群を離れて流れの緩やかな所に静止している。

体表面、鰭基部などに出血がみられ、眼球は突出しているものが多い。

肝臓、脾臓、腎臓などが肥大し、消化管から出血しているものもある。

出血患部および内臓などから多数の桿菌力認められる‘

ｙｊ６ｒｆｏｏ〃ｇｔＬＬＪＪｉｚ７Ｌ加による◎

ニジマスではサルファ剤の投与によって治癒したが、アユではサルファ

－３－



剤、抗生物質には耐性を示し、オキソリン酸あるいはナリジクス酸の投与

によらなければ治療することは不可能であった。

５）カラムナリス病

７月から１０月にかけてニジマス０年魚に発生した。

１６～１９℃

５～２０９

罹病魚は池壁にそって水面を遊泳する。

鱗の一部が黄褐色にびらんし、先端部が欠損しているものもある。吻端

では表皮がびらんして骨が露出し、口腔内は黄褐色になる。白点虫との合

併症がしばしば認められる。

消化管は空で粘液かたまっている。

患部からは長桿菌の集落が多数認められる。

~注卜,

Ｃ几。fLdγｏｃＯｃｃｍＤｃｏＺｕ加冗αγ２３による。

二フルピリノールまたはニフルプラジンによる薬浴が効果的である。

発病時期

水温

体童

群の観察

外部←観察
く

内部観察

顕微鏡観察

病因

処〆置

６）キロドネラ病

発病時期

水温

体童

群の観察

外部観察

内部観察

顕微鏡観察

病因

処置

５月から８月にかけてヘラプナ、コイ、ウグイに発生した。

４～１７℃

ヘラプナ２００～５００１ウグイ１００１

表面をフラフラ遊泳し、活動が鈍くなる。

鯛の先端部が灰白色になり、体側筋肉に出血斑がある。

消化管が空であるほか異状を認めない。

鯛には多数の寄生体が認められる。

ｃ/ＩｆＺ０ｄＤ九ＧJＪαの寄生による。

過マンガン酸カリ浴によって虫体は脱落する。

へ

7）トリコデイナ病

紫Ⅲ帝鴎
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１０）ダクチロギルス病
￣￣－－－－－－－－－

窒垢EfD毒甘日ＩＣ

ｂ～１日

LlO～５００

祥の観擦

部観癖 ZP6丞更－１H目7ｒレ･カヨロ伝
■

。ＰＨ（

顕微鏡観 部から多数の寄牛体力頴曲

ヘ函１，，

１１）穴あき病
－－－－－_し

祭病Ｈ諄蝉 －－－－－－￣＝＝

１１月I/亡キンギョに発生した。

１２～１５℃

５０～４０１

鯛の一部が欠損し、体側筋肉には１～２cmの穴があいてびらんしている。
特に異状を認めない。

患部からは数種類の寄生体か認められる。

lJpf，fyJZs,DacfyZo9yγ“，水生菌などの寄生による。

ヱラカイトグリーーン浴を行なった力劾果は明らかでない。
－－－－------

へ

可部観察

顕微鏡鱈；鐘
、

|」

ロ

１２）水生菌病（水カビ病）

発病時期
９月から１０月にかけて在来マス類（ヤマメ、アマゴ、サクラマメ、イ

ワナ）に､１０～１２月にかけてアユに、１月から２月には採卵後のニジＹ「

マスに発生し左。…
.ノー{,け~ハノ:.～ﾍⅢl卍

４～２０℃
I--L-`:~“ず;【ｺﾞﾔｰ｣,

ヤマメは１００～；ｑ０，.‘ワナは１５０～４００１、アユは５０～・ニーー、｡｡、’’

８０１、ニジマスは６００~T2,5Pq9…沙：‘’二J１

表面を元気なく遊泳し､、時今川狂奔して飛び,はねる。，

躯幹部や鯉蓋などに寄生したものが全身に繁殖していく。アユでは筋肉

水
体

温
重

群の観察

外部観察

－:６－



に潰蕩ができたようになる。

特に異状を認めない。

いずれも水カビの寄生か認められ、他の

メの採卵後の親魚では多くの個体からn゜，

不明である。

マラカイトクリーン浴によってある程度

内部観察

顕微鏡観察 寄生生物は認められない。ヤマ
O

QJれ゜几ｊｃＺａｃが分離される。

病
処

因
置

防除は可能である。
ア

１５）肝腫瘍
〆巴

けてニジマス４年親魚に発生した。ヴ グ

時
観
観
観

病
の
部
部

発
水
体
群
外
内
病

期
温
重
察
察
察
因

１０月から１２月に力、

７～１２℃

２，０００～５，０００９

異状は認められない。

肝臓の部位が異常に膨

肝臓に白色の結節かみ

生理的なものか、飼料

＋０

出している。

られるものや水様物か溜っているものもある。

のカビによるものか明らかでない。現在血清につ

いて生化学的に検査を進めている。

置Ｉ処置していない。処

2．要約

奥多摩分場はじめ都下の養殖池に発生した魚病を観察し、次のような事項が明らかになっ

た。

１．ニジマス稚魚では伝染性膵臓壊死症による被害が大きい。

２．春から夏にかけて寄生虫による被害が多くなる傾向がある。

５．在来マス類、ニジマス、アユなどに水カビの寄生がみられ､採卵前後の親魚に対する被

害が大きい。￣Ｔ：“

‐４.アユに耐性菌によるピプリオ菌病が発生した。－－Ｐ

５・肝腫瘍の罹病魚はニジマス４年魚のみである。

３F,,

ぐ

り

Ｐ

q●Ⅱ
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Ⅱ［ＰＮに対する抗プラスミ剤および糖代謝改善剤の投与について

奥多摩分場では昭和４４年度に初めてＩＰＮか発生して以来、毎年ニジマス春稚魚に大きな

被害があるが、その予防策の一つとして、昭和４６年度から抗炎症剤、抗プラスミン剤および

抗糖尿病剤などを経口投与してその効果を実験している。

本年度は過去において無投薬の対照群よりも生残率のよかった抗ブラスミン剤と糖代謝改善

剤を用いて、その投薬量について比較検討した。

〔方法〕

１．供試薬剤と飼料への添加率
Ｒ

使用した薬剤、飼料への添加率、試験区分などは表１のとおりである。

〆

表１試験区分と供試薬剤

区分’薬 剤名飼料への添加率 摘要
0￣－－

１１丁
ノカプロン酸０５％Ｊ抗プラスミン剤

〃 1.0

〃 ２．０

１ノトール、､５ 糖代謝改善剤

〃 １．０

〃 2.0
Ｐ

照 ●、

2．水温

実験期間中の各月の旬別最高、最低水温は表２のとおりである。

⑨

へ

ﾒﾋﾟｰ表２水 温（℃）

月
旬 ４月山

上中下 上‘中月下｜上６中月下
言;三十二且千二|豈二f:A二
i鼠5,4`Ｍ41,5`化4１６４

最高

最低

１０－８１２．６１２．８

８９１０．５１１．７

１３．５１４．２１４．８

１１．８１１．８１１．６

5．供試魚の履歴

採卵月日

親魚の年令

昭和４８年１月１１日

５年経産魚

－８－



８４．２９６

昭和４８年４月７日

各区とも発眼卵として５０，０００粒

発眼率

餌付け月日

供．試尾数

４実験期間

各区とも４月７日の餌P付けと同時に投薬を開始し、７月２４日に終了した。

丘飼科

ニジマス用市販配合飼料（オリエンタル酵母工業㈱製クランプル）に各薬剤を外割添加し

フ

」

保

た。

〔結；巣〕

つＲＴ祠XsgAiF=g弄鮭
受５ウノ1.題

コン酸０．５９ｔ

］［
ｊ蝿

Dｑｂｌ四

②

Ｐ

'１

ｚ各区とも発眼卵で５０，０００粒ずつアトキンス型ふ化槽に収容し、４月７日の餌付け開始と
同時に投薬を開始した。

外観所見からＩＰＮと判断されるような症状は表５のように餌付け開始から１８日後の４月
２４日に対照区に現われ、おそいところでも５４日後の５月１０日には発病した。外観的な症
状でＩＰＮと判ってからは、いずれの区でも死亡魚は日毎に増加し、死亡は約１ヶ月間続いた。
実験開始時からの各区の生残率は図１，２のとおりである。

石一アミノカプロン酸投与群ではいずれも対照区よりも投薬区の方が発病か遅れ、発病鴎軸

－９－



１①

が早い程生残率が低くなる傾向

がみられた。投薬量との関係で

は生残率は２．０％、0.5％、

1.0％の順となり、投薬量に比

例して生残率が高くなるような

傾向はみられないので、抗ブラ

スミン剤の投与のみではＩＰＮ

を予防することはできないと思へ
われる。実験終了時の生残率は－

０．５％区（応９）で５Ｚ９％、

1.096区（ルｆｌｌ）で１５．９％、

2.0％区Ｍｆｌ５）で４１．６９１６

であり、いずれも対照区の５．０

％より高い生残率であった。

キシリトール投与群でも発病

が早い程生残率は低くなる傾向

がみられた。実験終了時の生残

率は0.5冊区（妬１５）で
八Ｖ、

４２．７％、１．０％区（/ｉｆｌ７）

で4.5％、２０％区（ﾉＨｆｌ９）

で，５％であり、0.596投与区へ
を除いては対照区と差がない結

果であった。

実験開始時から２０日に１回

取り上げ調査を実施し、その時

の各地の平均体重の変化は図５、

４のようになる。

６－アミノカプロン酸投与群
'i,

では６月下旬までは各区とも成

長に差はみられなかったか、以

畑
巧
な
（
受

91ｔ

」S1L

．■，

丑１１
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図５Ｅ－アミノカプロン酸投与群の平均体重

２６

４月

３Ｄ

平
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重
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９
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２０
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｡ 1.0

〆

0

１８８～m２９．‐

５月６月
.すI､･

図４キンリトール投与群の平均体重

２６

４月

２７

７月

後の成長は対照区の方がはるかによくなっている。これは薬剤の影響ではなく、対照区では生
一bp1q｡~DJ｡,,I。-7.グロー_十巳一

残率が低かったために、放養密度が他の区よりも低くなったことによるものと考えらｵしる。

キンリトール投与群では死亡が終了した６月上旬から成長がよくなり、放養密度の低いとこ
ＩｒＷｉ笈.ｉ,

ろほど成長がよいのはｅ－アミノカブロン酸の場合と同じである。

－１１－
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〔者察〕

当場におけるＩＰＮの被害は発生当初から隔年に大きくなる傾向かあり、本年は被害の小さ

くなる年であると予想されたか、結果としては最も被害の大きい年となった。しかし、当場の

親マス飼育池でふ化飼育した稚魚では外観的にＩＰＮ症状を呈するものはみられず、死亡魚も

ほとんどなかった。親マス飼育池では今年度新らしく飼育池を増設してそこに収容したこと、

比較的水温力高<浮上餌付けまでの期間が早くなることか実験を行なった場所と異なる点であ

る。今年度稚魚池を新設した業者の池でもＩＰＮによる被害はほとんどなかったことなどを考

えると、古い池でも徹底した消毒処置を行なうことによって、ある程度の防除は可能なのからへ
しれず興味のある問題である。

６－アミノカプロン酸およびキンリトールの投与実験を開始した昭和４６年度からの各年度

の生残率の変化をみると表４のようになる。

［

表４年度別の生残率の変化

－０－区 ４８年度

５.Ｏ９６

ｚ９

Ｚ７

昭和４６年度昭和４７年度昭和

６５１９ｌｂ５１４％

６４．２５

８０５※２１．２４

分．

対照区

６－アミノカプロン酸0.5％

キンリトール０．５％
甲

※対照区の生残率は８．７％である。

ひ

0.596投与ではいずれも対照区よりはよい生残率を示しているが、ウイルス検査および病理

組鍔的検査…と､投与群も,PNに艫病していること畷で…､その症状が軽いたつ
ために生残率がよくなるのであろうと考えられる。しかしながら、これらの薬剤に関して魚類

に投与された事例はなく、不明な事項があまりにも多いので、基礎的な研究を待って結論を出

す考えである。

現在ＲＴＧ－２ｃｅＺＺの培養技術を修得するため継代を行なっているので、近いうちに今年

度の実験区のウイルス検査を実施する考えである。また、死亡の最も激しい時期の病魚もプア

ン固定し、病理組織学的検査を行なって、症状の軽重を明らかにする考えである。

〔要約〕

ニジマス稚魚に６－アミノカプロン酸、キシリトールを投与し、ＩＰＮに対する予防効果を
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検討した。

１．６－アミノカプロン酸投与区では対照区よりも生残率は高くなる傾向がみられるか、投与
...？、

量と生残率との間に一定の傾向はみらｵLないＱ

２キシリトール投与区では対照区と同じような生残率であり、投与量と生残率の間に一定の
￣,」．、

」・３.~が

傾向はみられな､､。
｡do｣｣６，－－、Ｖｏ’？づ

￣【ヨード剤のニジマス未受精卵に対する影響についてへ…

ニジマスのＩＰＮに対して現在のところ治療効果のある薬剤は発見されておらず、予防対策

を確立する以外に防除することはできない。ＩＰＮウィルスは採卵受精時に卵に感染するとい

われて》､ろので、採卵時に消毒することができればかなりの効果が期待できるので、ヨード剤
について予備的な実験としてニジマス未受精卵に対する影響を検討した。ルニシ

〔方法〕

１．供試卵

ニジマス５年魚より採卵した未受精卵を’０９ずつ使用した。

２．供試薬剤

ダイヤザン（商品名】コミ｢効沃素１．７５９６

クリンナップ（商品名】▲”,…～Ｌ１．７５％

イソゾン（商品名〕－、=<［"と１．０％…．

５．薬剤の稀釈
Ｐ

洗卵液を用いて所定ilB度（有効沃素として）になるよう稀釈した。

４実ぃ験▲～・

採卵して洗卵した後各区とも１０９ずつ秤量し、薬剤稀釈液５００１Ｍの中に５０秒間浸潰

して、再度洗卵して媒精した。、

５．影響の判定

媒精後各区分ごとに別とに収容し、発眼期に検卵を行ない、発眼率によって比較した◎

」

⑯

〔結～果〕～…い～Ⅶ

ダイヤザン、クリンナノゴ､イレソジンのニジマス未受精卵に対する影響を発眼率によって示

すと表５のようになる。牙…エザ
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表５ヨート済Ｉのニジマス未受精卵に対する影響（発眼率兜）

、［ Ⅱ 4.ＵａＯ１６Ａ［

0.5７Ｃ 0６４９６８．９６６８６

６１．６ｂ０．５ｂ６．８５２６５５．０６８．６６１．１６２Ｆ

３７４．９６ ヲ６４９ 亡

ﾖｰﾄﾞ剤に５０秒間浸漬して媒精しても対照区との間lに発眼率ではほとんど差がみられな淡'Ｑ
｣+-ﾄｰ

つた６すなわち:､ザダイヤザンでは対照区が７Ｕ５９６であるのに対して濃度が高くなるにつれて

発眼率か低下するようであるが、１６，P犯では対照区よりもよい発眼率であった。

クリンナププでは対照区が６１．６９６の発眼率で他の二剤よりも低くなったが、１６ｐＴｍでも

発眼率にほとんど差はなく、ｏ２５ｎＰｍが５０．５９６と最も低い発眼率であった。

イソゾンでは対照区が７８．２％の発眼率に対して濃度;が高くなっても発眼率が低下する傾向

は認められなかった。

岳

〔考察〕

ヨード剤を使って未受精卵を洗卵する場合に、卵にヨード剤が付着した状態で媒精すると、

高濃度になると精子力耀集してしまうために受精しないことになる。今回の実験ではこの点を

考慮して媒精前に再度洗卵し、媒精後には精子の運動を顕微鏡下で判定したが、いずれの区分

においても精子は非常に活発に運動していた。
く

発眼率がi9L度によって一定の傾向を示さないことから､ヨード剤が未受精卵に対して毒性が～

ないと判断することはできないようであ万一夫受精卵はヨード剤に浸漬するとフラスコの底に

付着して固まるので、相互に接触する面.ではヨード剤の影響を受げ難くなり、作業上で使用す

る場合のように羽根で動かすようにして検討しなければならないと考えている。可．

⑤

〔要約〕

ニジマス未受精卵に対するヨード剤の影響をダイヤザン、クリンナソプ、イソジンについて

５０秒間浸潰して実験し、発眼率を比較したところ、次のような事項が明らかになった5ｆ

Ｔ１いいずれのヨート゛剤も１６ＰＰｍまでの濃度では発眼率に大きな差はない｡■ず

２.実験を行なう上で方法について検討することが必要である。
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Ⅳ魚病細菌に対するヨード剤のｉｎｖｉｔｒｏの効果についてへ,ｍ‘…

最近ヨード剤を使っての魚病細菌およびウイルスに対するｆ几Ｕｆｆ７ｏでの殺菌効果が報告
，．：

きれ(Ａｍｅｎｄｌ９７２），WescodyneとＢｅｔａｄｉｎｅでは２５ｐ２，，５分間浴で魚病細菌およ

びウイルスに対して効果があるという。わが国においてもこれらヨード剤が市販されており、

将来魚病に対する消毒剤として利用すべく、まず魚病細菌に対する効果について検討した。

〔方法〕

１．供試菌株

ＡＣア｡加｡〃α，ＳａＺｍｏ〃たfｄａＴＯ－７５Ｏ２様（昭和４８年７月ヤマメより分離）

〃d齢foajz9pi“αγ…ＴＯ－７５０４株（昭和４８年７月アユより分離）

２外供試薬剤

ﾀﾞｲﾔｻﾞﾝ(商品名）有効沃素1.759ｂｎ ｐ91.､-.-

クリンナップ（商品名）〃１．７５％，,Ｌ”＿

イソジン（商品名）〃１０％…､“

５．２M罫|の稀釈

０．８５％滅菌生理食塩水を用いてメスピペットによって所定濃度（有効沃素として）にな

るよう稀釈した。

４．供試菌の培養

いずれの菌株も普通寒天平板に２０℃、４８時間培養したものを用いた。

５．実験

一薬剤稀釈液をそれぞれ4.51Mずつ用意し、培養した供試菌を秤量して湿菌量で２１ｉｍＩｊ/ｉｉｔＯの

菌懸濁液を調整する。薬剤稀釈液の中に菌懸濁液０５W,`を加えて混合し、所定時間ごとに１
』poCq~L､｡

白金耳ずつトリプトソイブイヨンに接種しﾌﾞﾋﾆ。

６．効果の判定～』､↓：

２０℃で４８時間培養して肉眼で菌の増殖の有無を判定した。

￣

←

〔結果〕

傘７°加｡〃`Z'，ａＺｍｏ,ｐｄｃＺｄＱに対するダイヤザンの効果を表６に、クリンナソプの効果

を表７に、ゴソジンの効果を表８に示した。－

ダイヤザンでは０．０１〃腕までの濃度について実験したか、１”ｍまでは１０分間経過して

も殺菌効果はみられなかった。２ｍｍでは１５秒経過のものでは菌が生存したか、５０秒以上
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表６Ａ`γ・加。"α,…､…野“に対す,る'.i:ｲ:ノヤザlﾝの”bif70Fの効身iiL1ﾆｽﾞ『コネ灘鰹4Pアウ宛以/}

■了■ｒＩＴ
ﾆﾗI已庁上の濃度冠は殺

菌効&果銀みられ

た。

クリンナップ

では１１じり､、まで

の濃度では経過

時間に関係なく

～菌か生存してい

たが、２ｐＰｍ以

上になると短時

ｒ
Ⅲ
Ⅸ
づ
Ｌ
ｊ
Ａ
Ｊ

Ｌ

く

表７Ａ`ァ｡、｡〃αssaJ加…cfdαに対するクリンナヅプの2〃ひｶﾋｧ。 の効果
－－￣－－－－

垂Ｔ７Ｈ
間で菌か死滅す

るようである。

イソジンでは

４ｊ０Ｐｍ５０秒ま

で菌は生存して

~いるか、６０秒

以上経過すると

菌は死i成してし

まうということ

ができる。

､〃i67fD；:

wIL”j``αγ拠加に

､対するダイヤザ

ンの効果を表，

に守クリズコナソ

プの効果を表10

.に、イソゾンの

,効果を表L1に示

した。が,<Y器IⅣ

０

へ

表８Ａｅ７ｎｍｏ１ｚａｊｓａＺｍ…cddaに対するイソジンのZ几uffmoの効果一

閾[;痂硫;達iiii塁 １５５０６０１２０５００６００１８００
濃

１
●

０
０
１
２
４
８
６
１

十
十
十
十
‐
一

十
十
十
十
一

十
十
十
十
一

十
十
十
十
一

十
十
十
十
、
｜

＋
十
十
十
十

十
十
十
十
十

￣'
｡－･ﾄﾞ.･--司一一
伊８－｣』,`←?,､8Ｗ｛

11

`洲.}い，`￣･'-...ｒ－ｒ急(_了了
一

「
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ダイヤザンで表，陀防ｉｒｍｚ…〃…ｍに対するダイヤザンのｆ几Ｕｊ…,の効果

１１±１ＰＰｍまでの
。：0,0

濃度宅lま時間に

関係なく菌を死

滅させることは

できないが、２

回戸加以上の濃度

では短時間の薬

浴でも殺菌効果

蔭Z２５両;壜!｛iiii塁 ６０１２０５００６００１８００
，ﾔら．

１５５０

十十十十､’十%，

十十十十ノ」十

十十十十．十

十
十
十

十
十
十

５
●
ｓ

ｏ
０
１
２
４
８

３

」

￣

があった。
J･

Ｉ:]５'１｣･し

クリ〕/ナヅプ
ひ2tγoの効果
一一一一

表１０ｙｆ６γ#．｡"…〃…ｍに対するクリンナツプのが
前一一一一一一一一一一■￣醗一，叩１塾；

１５５０６０１２０５００６００１８００

十十十十十十十

十十十十十十十
占いｈ

十十十十十十十

十，～｝十十~十十
イ‐

では２ZDpmで５

分間薬浴までは

菌の生存力認め

られる力、１０

分になると死滅

し、４ppm以上

の濃度では毎時

赤間でも殺菌効果

が認められた。

イソゾンでは

２ppmまでの濃、

度では時間に関

係なく菌は生存

しているが、４

泙加以上の濃度

では短時間でも

殺菌効果が認め

do

分

｡
？）樋

回

‐`

｢】６０１２０５００Ｆ６００１８０Ｌ

０

られだ。
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〔者察〕

Amerid(1972)によればWescodyne,Betadineともに２５ppmで5分間薬浴すれば魚
！‐-F．｡

病原因細菌およびウイルスの､､ずれも殺菌的な効果かあると報告している。今回の実験では４

〃犯以上で薬浴すればいずれのヨード剤も短時間で殺菌効果が認められる。』･……j…α（iいい(/ｊ’／

とIr…g…‘…ｍとの間では効果に大きな差かみられず，４z甲加以上の濃度で使用すれば
rFD!' 「ノ

殺菌効果があるということ力;できる。
．〈.『

ヨード斉||は一般に水には溶けにくいので、界面活性剤との複合体（ダイヤザン、クリンナヅ

プ）およびポリピニールピロリドンとの複合体（イソジン）として市販されている。また、ヨ

ード剤は酸性のものか普通であり、稀釈倍数が低いものはかなり酸性になっていると考えられ、
L←？,｡Ｐ，,､

今後の応用を考えた場合にはPHに対する影響も考慮しなければな'うないであろう｡一般にヨヘ
′いく．．

`,-,,Ｆ．.｡。１，

－ド有Iは酸性側では効果は大きいとされ、アルカリ側では殺菌効果も弱くなる。
、iＴ

Ａｍｅｎｄ（１９７２）はＰＨに対する検討を行なっており、中性からアノレカリ側では殺菌効果
q,可,?■ｂ

が低下することを認めている。将来罹病魚の消毒あるいは予防のためＣＱ消毒剤としてヨード剤
''ｑｏ－ 。。《

●･PローI■,

を使う場合には殺菌力ばかりでなく、魚に対する毒性の問題をも含めてＰＨに対する影響を実

験すべきであろう。

野外で使用する場合にはヨード剤は日光によって分解して効力が低下するといわれ、魚を消

毒ずるための薬剤としては問題があろう。
｡+･`

ヨード剤は器具、器材の消毒用には適していると,思われるので、水産増殖に使用する施設、

資材の消毒剤としても検討しなければならないと考えている。

&

や

〔要約〕
-D,,.｡

Ａ`γ…九α′…加…cii`zαお』よび'2町fomjud〃α鈩沈に対するダイヤザン、クリンナツ，ベ
プ、イソジンの、”オァ･での効果について実験し、次の事項が明らかになった。

1．いずれの薬剤も４ppm以上の濃度では短時間でも殺菌効果が認められる。

２細菌の種類によって殺菌効果に差はない。

、

､1

Ｖせつそう病ワクチン接種試験

せつそう病ワクチンの接種によってヤマメ親魚の生残率は年々向上し、また、せつそう病の

発生も年々少なくなってきている。今年度からワクチンメーカーの協力を得てワクチンを製造

するようになり、せつそう病研究会の取り決めに従って実験した。
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〔方法〕

1．供試魚

〆ヤマメ、サクラマス、アマゴ、イワナの親魚
．！｡１

２．使用しポニワクチン

分場製ホルマリン不活化ワクチン

化血研製〃

北里研製〃

日生研製〃

日生研製アゾュパントワクチン

ａ接種部位

（`､ずれも腹腔に接種した。

4．接種量

１尾あたり死菌体として0.1,9であり、これを02,,8の生理鐸盆水忙懸濁して接種した。

接種時には魚体重1Wあたり１００噸になるようにスルファモノメトキンンソーダを添加した。

5．実験水温

■

Ｐ

実験期間中

の各月の旬別２０

の最高、最低

水温は図５の

水
とおりである。１５

温

’－，

℃
、－'

，

戸

１０

０

５６７ ８９５４

月

ｌＸ１５師｜青水温

P！
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ママ勺・゛

〔結,宝果〕

）各区２００尾

ずつのヤマメ１．

年魚に各種のワ

クチンを接種し

た時の生残率は

図６のようにな

る。 へ
ワクチンの接一

種は連続注射器

を使って２月２８

日行なった。接

種後には水生菌

の寄生によって

ず)死亡するものが

多く、この状態

か９月末まで続

いた。各区の生

残率は分場製の

もの、日生研製
へ

アジュパントワ一

クチン、それに

対照区と化血研

製、北里研製、

日生研製のホル

マリン不活化ワ

クチンとのクル

ープに分けられ

る。せつそう病

の発生は８月中

１０

~ﾐﾐﾐ

、塁

８

小
一
残
率
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旬に対照区で確認されたが、他の区では発病は確認されなかった｡

ヤマメ（１，２００尾）、サクラマス（２０４尾）、アマゴ（５００尾）、イワナ（２０７尾）

に分場製ホルマリン不活化ワクチンを接種した時の生残率は図７のようになる。

ヤマメ、サクラマスでは生残率は８０％以上であったが､バワナ､了罰ｺﾞは6f０９６以下の生

残率であった。死亡魚のほとんどは体表に水生菌が寄生し、せつそう病の発生は外観的には認

められなかった。
FD。

〔考察〕

ワクチンメーカーに製造を依頼したワクチンの製造方法は各社とも同じであるが、出来上っ

たワクチンには若干の違いがあるように思われた、スルフアモノメトキンンを添加するとサルフ

ァ剤が沈澱してくるものがあり、製品のＰＨに問題があるようである。

ワクチンを接種してから数年になるが、以前のようにせつそう病が４月から５月に大発生す

ることはなくなった。しかし、少数ではあるか夏期および春期にもみられるようになった□以

前からみると在来マス類の飼育数量も多くなっているので、感染発病の機会は多くなっている

と思わたる。今年のように水生菌の寄生によって死亡するものが多く、外観的にはせつそう病

の症状かないものは水生菌として処理されることがあるが、採卵期の水生菌の寄生した死亡魚

の腎臓から細菌分離を試みると、ほとんどの個体から』.ｊａＺ加ｏ７ｚＺｃＺｄＱが分,離されるの『で、

死亡魚のすべてに細菌検査を行なえば罹病率は高まるであろう。このようにワクチンの効果を

確認する方法についての検討も必要である。

分場で飼育する在来マス類にはせつそう病の大発生がないので、サルファ剤や抗生物質など

を治療の目的で投与することばない。在来マス類のワクチン接種か普及すれば、無投薬の在来

マス類を生産することも可能である。

池での養殖経歴の短かいアマゴやイワナは例年ヤマメよりもせつそう病に罹病する率か高く、

養殖か続けられるにつれて自然に抵抗性を桜得し、養殖しやすいアマゴ、イワナが出来るもの

と期待している。“、ｗハノ｢,:～

￣

▼

｡

←

〔要約〕

在来マス類にせつそう病ワクチンを接種し、次の事項が明らかになった。

1．ワクチンメーカーで製造したものより分場で製造したものの方が生残率が高い。

2．在来マス類でも飼育歴が長くなるほど生残率力高くなる。

－２１－



5.水生菌の寄生によって死亡すをあのでもせつそう病が一次病因になっている可能がある。
、

-,い,-7

卜0

Ⅵせつそう病経ロワクチン投与試験」－－『

ここ数年間在来マス類の親魚に対してワクチンを接種することによって、'胸せつそう病を子防

することができることを実験的に明らかにした。しかし、１尾ずつ接種することば稚魚では不

可能であり、どうしても経口ワクチンの開発が必要である。以前ホルマリン死菌体と加熱死菌

体を経口投与したか予防効果は認められず､菌体の処理法に問題があると考えられた｡そこで､ａ
今年度は協同試験として各県で検討するtAとになり、以下のような実験を行なった。

〔方法〕￣’～ｆ－Ｙバー
４－，

，．供試魚八トトβいい仏'｝」ト

ヤマメ0年魚各区5,Ｃｏｏ尾叶い

ｚワクチンの投与量一ロノ.

１日1尾'あたり015,Ｖと０．５'12,である。 、iｎいい.丁Ｌい

（ａＬ投与方法～可’“

ワクチンを０．８５％生理食塩水に溶かして配合飼料（クランプル）と混合じた｡～HL
lｊ

Ｌｂ

ｕ.い投与期間一－．－－’バビハ

ｈ'昭和岫年２月５日から１９日までの)１５日間は連続投与し､以後１週間に1回ずつ１５
回投与した。

旬

ｂ

、

９

’〔結卍巣〕」ベ

ワクチンを投与してからの生残率の変化は図８のとおりである。～

,／、餌付け開始後約，ケ月してからワクチンの投与を始めたか、投与中の６月４日までは各区と

も生残率に差はみられなかった。しがしザ投与終了1ケ月後から対照区および０５噸投与区で

死亡魚が増加し、７月１７日に病魚の腎臓から菌の分離を試みたところ、ａ.，ａｚｍｏ沁咋2..2が

分離された。８月末日までの生残率は対照区７，６％、０．１５噸投与区９１．９％、０．５噸投

与区８５．１％であった。
笈'，

－２２－



１０

ＤＩ１１ＭｍＥ

９

生
残
率
（
兜
）Ｐ

の

｢l：腕Ｕ２／摩／巳

８
」

７

蕊病時欺

８３４５６７

図８経口ワクチン投与魚の生残率

２
月

〔考察〕

‐せつそう病の発生および実験終了時の生残率からみると、対照区よりも０．１５噸投与区で

はワクチンの効果かあったと考えられ、０．５JIP投与区"てはワクチンの効果かなかったことになる。

ワクチンを投与したことによって抗体が形成されたならば、攻撃実験を行なうことによって差

が現われると考えられる。７月１２日に各区から１０
尾を無作為に取り上げ（平均

表１２攻撃実験 ｆ－Ｌ－へ－、ゴーグー--9＿ニユー

●

戸

体重，５９）』･‘｡`ｍ･几…“

，ＬＴＯ－７５０２株を魚体重ｋ９あ

たり０２５噸になるよう背部

筋肉に接種し：死亡)毫数を調

べたところ表ｊｆ２?のような結

：果を得た６名区iともに全数死

ﾗﾌ憲二藍ｾﾞﾐ圏 ２４４８７２９６）１２０
篭

WsliiillII.;.’
亡したが、死亡の傾向には若干差がみられ、対照区では早く死亡したのに対して、ワクチン投

与区の方か死亡時間が遅れるようである。￣

￣２５－‐



魚類の細菌性疾病に対して経口ワクチンか有効であったという事例はほとんどないので、今

後餌付け開始時から投与することによって実用化へ一歩進める考えである。

〔要約〕

ヤマメ０年魚にせつそう病経口ワクチンの投与実験を行ない、次の事項が明らかになった。

1．対照区および０．５噸投与区ではせつそう病が発生したが、０．１５，F投与区では発病しない。

2．攻撃実験の結果ではワクチン投与区では死亡か遅れる傾向がある。

■

へ

Ⅶせつそう病治療試験

近頃各地で薬剤耐性菌によるせつそう病か発生し、治療薬の開発の必要性が高まっている。

当場ではせつそう病を対象として薬剤の治療効果と有効投与量を求めるための実験を行なって

いる。

〔方法〕

１．供試魚

ニジマス0年魚を各区５０尾ずつ、計５，０尾使用した。

２菌の接種

普通寒天斜面培地に４８時間２０℃で培養したＡ２γｏｍｏｎＱ駁…加・几ZCddaを魚体重k9あ

たり0.25.噸になるように０．８５９６生理食塩水に懸濁して背部筋肉に接種した。

５．供試薬剤

〆ルフイソゾールとトリメトプリムの合剤

ＢＡＹ－９５９１－

－４．，投、…薬

‐菌接種４時間後に投薬し、以後１日１回計１０日間投薬した。

！

ﾛ、

〔結果と考察〕

投薬終了後さらに１０日間観察して各区５０尾中の生残尾数をみると、スルフイソゾールと

fトリメトプリムの合剤では表１５のように、ＢＡＹ－９５９１では表Ｍのようになった。

‘実験時の水温は１７～２０℃である。評パー，乱ル

スルフイソゾールとトリメトプリムの合剤は配合比か５：１でｉｂ１１０：１でもせつそう病に

－２４－



表１３スルフイソゾール，トリメトプリムの治療効果

投薬量噸／k,~－－－

薬卸Ｉ
０５ １０２０４０８０

スルフイソゾールゲトリメトプリム５：１１０ ４１４７４９５０
Ｊ■、▲

二名＋

１０：１１０１２ ５０４７４９５０"

月

（５０尾の生残尾数）

表１４ＢＡＹ－９５９１の治療効果庁

｢’
Ｌ」

。Ｊ【［。
LI

n口

日
］

（５０尾中の生残尾数）

対する治療効果には差がないようである。

ＢＡＹ－９５９１の治療効果は８０ｍ,投与のところか最高となり、１６０噸投与では逆に生

残率が低くなった。これは薬剤の苦味のために摂餌力不良となり、投薬４日目から所定量の投

与が不可能であったためである。

トリメトプリムは単独で投与するよりもサルファ剤とともに投与した方力勃果的な薬剤であ

り、サルファ剤の種類と配合比、耐性の獲得、耐性菌に対する治療効果などについて検討する

必要があろう。
戸

〔要約〕

せつそう病に対するスルフイゾゾールとトリメトプリムの合剤およびＢＡＹ－９５９１につ

いて治療効果を実験し、次の事項が明らかになった。

1．スルプイソゾールとトリメトプリムの合剤では配合比か５：１でも１０：１でも効果に差

がない。

２．スルフイソゾールとトリメトプリムの合剤の適正投与量は２０～４０噸／IFであろう。

5．ＢＡＹ－９５９１の適正投与量は８０噸／k9以下であり、これ以上の投与は摂餌不良の原

因となる。
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